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広報なりた

久しぶり！
　何年か振りの再会を喜び合う新成人たち。
ことし、市内では1,460人が大人への第一歩
を踏み出しました。（1月8日、国際文化会館）

空
そ

港
ら

、交
ふれあい

流、希
ゆ

望
め

��創造都市成田

新成田市誕生1周年記念「市民の日」フェスティバル
市・県民税の申告と所得税の確定申告
平成19年から変わる所得税と住民税
市立図書館が蔵書点検などで休館
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時�

間
＝
午
前
10
時
45
分
開
演

　
（
午
前
9
時
開
場
）

会
場
＝
国
際
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

出�

演
＝
井
上
あ
ず
み
さ
ん
、
市
内
小
学

校
合
唱
部

定�

員
＝
1
、0
0
0
人（
先
着
順
、全
席
自

由
、申
込
者
に
入
場
整
理
券
を
送
付
）

入
場
料
＝
無
料

　

新
成
田
市
誕
生
1
周
年
記
念
と
し
て
、
3
月
27
日
の﹁
成
田
市
民
の
日
﹂に
宮
崎
駿
監
督
作
品

﹁
と
な
り
の
ト
ト
ロ
﹂や﹁
天
空
の
城
ラ
ピ
ュ
タ
﹂な
ど
の
名
曲
の
数
々
を
、
井
上
あ
ず
み
さ
ん
が

お
届
け
す
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
ま
た
、
記
念
公
演
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン︵
下
記
の
と
お
り
︶な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
方
法
＝
電
話
、
F
A
X
、
E

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
住
所
・
氏

名（
観
覧
希
望
者
全
員
）・
電
話
番

号
を
企
画
課（
☎
20
‐
1
5
0
0　

F
A
X
24
‐
1
0
0
6　
E
メ
ー
ル

kikaku@
city.narita.chiba.jp

）へ

曲
目

さ
ん
ぽ
、と
な
り
の
ト
ト
ロ
、君
を
の
せ

て
、め
ぐ
る
季
節
、ビ
リ
ー
ヴ
、し
あ
わ

せ
の
う
た
〜
風
と
お
さ
ん
ぽ
〜　

ほ
か

※�

曲
目
は
当
日
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

井
上
あ
ず
み
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

宮
崎
駿
監
督
作
品
の「
天
空
の
城
ラ

ピ
ュ
タ
」の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ『
君
を
の
せ

て
』、
続
く「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」で
も

主
題
歌『
さ
ん
ぽ
』を
歌
い
、
そ
の
澄

ん
だ
歌
声
で
一
躍
注
目
を
集
め
る
。
現

在
、
全
国
各
地
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
中

心
に
、
そ
の
歌
声
は
海
外
で
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

西大須賀神楽

新
成
田
市
誕
生
1
周
年
記
念﹁
市
民
の
日
﹂フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ご
家
族
皆
さ
ん
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

■
日
時
＝
3
月
27
日︵
火
︶ 
午
前
9
時
30
分
～
午
後
3
時

■
会
場
＝
国
際
文
化
会
館

「市民の日」フェスティバル

成田市表彰式（大ホール）午前9時30分から

・市表彰　・教育委員会表彰　・合併功労表彰

ファミリーコンサート（大ホール）午前10時45分～正午

井上あずみさん、市内小学校合唱部

記念公演（大ホール）午後1時～3時

取香三番叟保存会

西大須賀神楽保存会

伊能歌舞伎保存会

アトラクション（中央広場ステージ）正午～午後3時

成田高校ダンスドリル部

キャラクターショー

外国人の民俗舞踊

特産品の展示販売・模擬店（中央広場）
午前11時～午後3時

商工団体、農業団体など

ふるさと写真コンテスト作品の展示（大ホールロビー）

　市民の日事業の一環とし
て、デパート、商店、ホテ
ルなどの協力を得て「市民の
日」協賛事業を実施します。
　市民を対象に入場料や購
入商品の割引、特別セール
などが、3月27日の「市民の
日」を中心に行われます。ま
た、市民の日を祝い、市ス
ポーツ施設の無料開放を行
います。対象施設や利用方
法については、2月15日号
の「広報なりた」でお知らせ
します。

「市民の日」協賛事業の実施
市スポーツ施設の無料開放

※�「市民の日」フェスティバル
および「市民の日」協賛事業
などについて、くわしくは
企画課（☎20-1500）へ。

取香三番叟

伊能歌舞伎

井
上
あ
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
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宗
吾
霊
堂
節
分
会

◆
日
時
＝
2
月
3
日（
土
）

　

1
回
目
…
午
前
11
時

　

2
回
目
…
午
後
2
時

　

3
回
目
…
午
後
4
時

◆
会
場
＝
宗
吾
霊
堂
本
堂

◆�

内
容
＝
年
男
、
年
女
に
よ
る
豆
ま
き

の
ほ
か
、
は
し
ご
乗
り
な
ど
の
伝
統

行
事滑

川
龍
正
院
節
分
会

◆
期
日
＝
2
月
3
日（
土
）

◆�

時
間
＝
午
後
2
時
30
分
…
集
合
護
摩

焚
き
、
午
後
3
時
…
豆
ま
き

◆
会
場
＝
龍
正
院
境
内

◆
内
容
＝
年
男
、
年
女
に
よ
る
豆
ま
き

楽
満
寺
節
分
会

◆
期
日
＝
2
月
3
日（
土
）

◆
時
間
＝
午
前
11
時
30
分
ご
ろ

◆
会
場
＝
楽
満
寺
境
内

◆
内
容
＝
年
男
や
有
志
に
よ
る
豆
ま
き

大
須
賀
大
神
節
分
祭

◆
期
日
＝
2
月
3
日（
土
）

◆
時
間
＝
午
後
5
時
30
分

◆
会
場
＝
大
須
賀
大
神
境
内

◆
内
容
＝
年
男
や
有
志
に
よ
る
豆
ま
き

成
田
山
節
分
会

◆
日
時
＝
2
月
3
日（
土
）

　

1
回
目
…
午
前
11
時

　

2
回
目
…
午
後
1
時
30
分

　

3
回
目
…
午
後
4
時

◆
会
場
＝
成
田
山
新
勝
寺
大
本
堂
前

◆�

内
容
＝
大
相
撲
力
士（
朝
青
龍
・
千

代
大
海
・
白
鵬
・
稀
勢
の
里
・
出

島
）や
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ『
風
林

火
山
』の
出
演
者（
内
野
聖ま

さ

陽あ
き
・
市

川
亀
治
郎
・
柴
本
幸ゆ

き
・
清
水
美
砂
・

松
井
誠
）に
よ
る
特
別
追つ

い

儺な

豆
ま
き

式（
午
後
4
時
の
回
は
、
大
相
撲
力

士
・
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
出
演
者
は

参
加
し
ま
せ
ん
）

　成田山公園に春の訪れを告げる「梅ま
つり」が、ことしも次のとおり開催され
ます。

●�日時＝2月11日（日・祝）～3月11日（日）
の毎日曜日・休日、午前10時～午後3時
●場所＝成田山公園（新勝寺大本堂裏手）

※�
く
わ
し
く
は
商
工
観
光
課︵
☎

20
︲
1
5
4
0
︶へ
。

　

立
春
を
前
に
、
成
田
山
新
勝
寺
・
宗
吾
霊
堂
お
よ
び
龍
正
院
・
楽
満
寺（
下
総
地
区
）、

大
須
賀
大
神（
大
栄
地
区
）で
行
わ
れ
る
恒
例
の
節せ

つ

分ぶ
ん

会え

。
い
ず
れ
も
毎
年
た
く
さ
ん
の

善
男
善
女
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
こ
と
し
も
皆
さ
ん
お
そ
ろ
い
で
福
を
招
き
に
出
掛
け
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

節
分
会

市
内
各
地
で「
福
は
内
！
」

●内容
投句・写真コンテスト
甘酒のサービス（無料）
表千家による野だて（無料）
 西洋庭園での津軽三味線、琴、尺八、

　胡
こ

弓
きゅう

などの演奏
氷の彫刻展（2月25日（日））

※くわしくは（社）成田市観光協会（☎22-2102）へ。

成田の梅まつり

梅林の中での野だて

成田山新勝寺の特別追儺豆まき式

表
参
道
の
交
通
規
制

�

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
5
時

�

区
間
＝
J
R
成
田
駅
〜
薬
師
堂
〜
成

田
山
門
前
、
薬
師
堂
〜
幸
町
三
差
路

※�

く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署︵
☎
27
︲

0
1
1
0
︶へ
。

� 広報なりた2007.2.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　

こ
と
し
の
1
月
1
日
現
在
市
内
に
住

ん
で
い
た
人
で
、
平
成
18
年
中
に
次
に

該
当
す
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
18
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
を
し
た
人
や
、
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書（
年
末
調
整
済
み
）が

提
出
さ
れ
る
人
は
、
市
・
県
民
税
の
申

告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん（
所
得

税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
6
ペ
ー
ジ

を
参
照
）。

●
事
業
所
得
な
ど
が
あ
っ
た
人

　

営
業
・
農
業︵
収
支
内
訳
書
を
必
ず

作
成
し
持
参
し
て
く
だ
さ
い
︶・
そ
の

他
の
事
業
で
の
所
得
や
不
動
産
・
配

当
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人（
所
得
が

少
な
い
場
合
や
赤
字
の
場
合
で
も
申
告

を
）

●�
給
与
所
得
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

�

勤
務
先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
人

�

給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

人

�

平
成
18
年
中
に
退
職
し
、
こ
と
し
の

1
月
1
日
現
在
就
職
し
て
い
な
い
人

●�

公
的
年
金
な
ど
の
受
給
者
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

�

公
的
年
金
な
ど
の
所
得
以
外
に
所

得
が
あ
っ
た
人

�

扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料
控
除
な

ど
、
所
得
控
除
を
受
け
よ
う
と
す

る
人

●
前
年
中
に
所
得
が
無
か
っ
た
人

　

平
成
18
年
中
に
所
得
が
無
か
っ
た
人

に
つ
い
て
も
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
資
料
や
、
非
課
税
証
明
書
交
付
の
資

料
に
な
り
ま
す
の
で
、
市
・
県
民
税
の

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
配
偶
者

や
子
は
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他

　

市
内
に
住
ん
で
い
な
い
が
、
こ
と

し
の
1
月
1
日
現
在
に
事
務
所
・
事
業

所
・
家
屋
敷
が
市
内
に
あ
る
人

市
・
県
民
税
の
申
告
と

所
得
税
の
確
定
申
告

　

こ
と
し
も
市
役
所︵
本
庁
舎
・
下
総
支
所
・
大
栄
支
所
︶と
市
内
各
地
区
の
会
場
で
は
、
市
・

県
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
、
成
田
税
務
署
特
設
会
場
で
は
所
得
税
の
確
定
申
告

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
申
告
受
付
期
間
を
確
認
の
う
え
、
最
寄
り
の
申
告

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、こ
と
し
は
2
月
18
日︵
日
︶と
25
日︵
日
︶に
も
、成
田
税
務
署
特
設
会
場
で
は
確
定
申

告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
申
告
の
受
け
付
け
を
、
市
役
所
で
は
市
・
県
民
税
の
申
告
受
け

付
け
を
行
い
ま
す
の
で
早
め
に
準
備
を
し
て
、
な
る
べ
く
2
月
中
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
は
2
月
1
日︵
木
︶か
ら

3
月
15
日︵
木
︶ま
で

市
・
県
民
税
の
申
告

市
・
県
民
税
は
2
月
1
日︵
木
︶・
所
得
税
は
2
月
16
日︵
金
︶か
ら
受
け
付
け

広報なりた2007.2.1 �



※�
市
・
県
民
税
の
申
告
に
つ
い

て
、
く
わ
し
く
は
税
務
課︵
☎

20
︲
1
5
1
3
︶へ
。

申
告
は
最
寄
り
の
会
場
で

　

申
告
は
左
表
の
と
お
り
各
会
場
で
受

け
付
け
し
ま
す
。
早
め
に
準
備
を
し

て
最
寄
り
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
下
総
・
大
栄
地
区
に
つ
い
て

は
、
申
告
受
付
を
地
区
割
り
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
2
月
1
日（
木
）か
ら
15
日

（
木
）ま
で
は
、市
・
県
民
税
の
申
告（
農

業
所
得
を
除
く
）の
み
受
け
付
け
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
を
忘
れ
る
と
⋮

　

今
回
の
申
告
は
、
平
成
19
年
度
分
の

市
・
県
民
税
を
算
出
す
る
基
礎
と
な
り

ま
す
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
児
童
手
当
な
ど

を
受
け
る
と
き
や
保
育
園
に
入
園
す
る

と
き
、
融
資
を
受
け
る
と
き
、
公
営
住

宅
に
入
居
す
る
と
き
な
ど
に
必
要
な
証

明
書
類
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

市・県民税申告、所得税 
申告のときに必要なもの
①印鑑（ゴム製のものを除く）
② 給与所得者と年金所得者…源泉徴収票の原本
（コピーは不可）

③ 事業をしている人…収入や支出が分かるもの
④ 医療費控除を受ける人…源泉徴収票の原本、

医療費の領収書、保険金などで補てんされる
金額の分かるもの

⑤ 社会保険料控除、生命保険料控除、損害保険
料控除、寄付金控除を受ける人…支払い金額
の確認できるもの、または証明書

⑥ 障害者控除を受ける人…障害者手帳など
⑦ 住宅借入金等特別控除を受ける人…源泉徴収

票の原本（コピーは不可）、住民票（本人のも
の）、金融機関の残高証明書、登記事項証明書、
売買契約書または請負契約書の写し（土地など
の取得がある場合には、土地の登記事項証明
書と売買契約書の写しも必要）など

⑧ 所得税の還付を受ける人…申告者本人の預・
貯金口座への振り込みとなるので、それらの
種類や口座番号を分かるようにすること

郵送でも提出できます
　郵送で申告書を提出する場合は、次の住所へ
送付してください。
●市・県民税申告
　〒286‐8585
　 花崎町760 成田市役所税務課
●確定申告
　〒286‐8501
　加良部1‐15 成田税務署

申告会場と受付日

会　場 受付日

市・県民税（農業所得を除く）の申告

市役所本庁舎2階税務課
2月1日（木）～15日（木）
（土・日曜日、休日を除く）

下総支所1階税務課

大栄支所1階税務課

市・県民税と所得税の申告

市役所本庁舎6階中会議室 2月16日（金）～3月15日（木）
土・日曜日を除く。ただし、2月
18日（日）と25日（日）は受け付け
します

下総支所2階会議室

大栄支所2階会議室

公津公民館 2月22日（木）

保健福祉館 2月23日（金）

久住公民館 2月28日（水）

豊住公民館 3月 1日（木）

八生公民館 3月 2日（金）

中郷公民館 3月 7日（水）

三里塚
コミュニティセンター

3月 8日（木）

＊ 受付時間は午前9時から正午までと午後1時から5時までです。た
だし、保健福祉館・各公民館・三里塚コミュニティセンターの
受け付けは午後3時までです。

＊ 各会場の受付で番号札をお渡ししますので、順番が来るまでお
待ちください。また、申告書には住所・氏名をあらかじめ記入
して押印・割印などの準備をお願いします。

＊ 下総支所および大栄支所については、なるべく地区ごとに指定
された日にお越しください。

下総・大栄支所申告受付地区割

期　日 下総支所 大栄支所

2月16日（金） 猿　山 伊能1区、2区

2月18日（日） 仕事などで平日に申告できない人が対象

2月19日（月） 大菅、ビバランド、鎌部 伊能3区、4区

2月20日（火） 西大須賀 奈土5区、6区、柴田

2月21日（水）
芙蓉邸街、三ツ矢、

グリーンタウン
堀籠、村田

2月22日（木） 滑　川 所

2月23日（金） 新川、四谷 桜　田

2月25日（日） 仕事などで平日に申告できない人が対象

2月26日（月） 芦ヶ場、日豊、外記林 南敷、馬乗里

2月27日（火） 成井、地蔵原新田 横　山

2月28日（水） 御林、中里、冬父 東ノ台、大沼

3月 1日（木） 名　木 久井崎、稲荷山、中野

3月 2日（金）小帝、新宿、須賀町、横峰 津富浦、松子

3月 5日（月）中宿、抱松、内宿、下門前 臼作、吉岡第1、第2

3月 6日（火） 青山新田、倉水、高倉 新　田

3月 7日（水） 七沢、青山、小野 一坪田

3月 8日（木） 高　岡 前林第1、第2

3月 9日（金） 大和田 水の上

3月12日（月） 高、つつじヶ丘 川　上

3月13日（火） 小浮、野馬込 官　林

3月14日（水） 申告の済んでいない人が
対象

（早めの申告をお願いします）

多良貝、大栄十余三

3月15日（木）
吉岡第3、リバティヒル、

にっぽり団地

（ ）

� 広報なりた2007.2.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です
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田
駅

中台
運動公園

西
口

成
田
警
察
署

公
津
の
杜
↓

成
田
税
務
署

中央公民館

ボ
ン
ベ
ル
タ
百
貨
店

成田郵便局
赤
坂
消
防
署 51号→

市立図書館

赤坂公園

↑
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申告書作成相談特設会場
成田ニュータウンセンタービル

※�

所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い

て
、
く
わ
し
く
は
成
田
税
務
署

︵
☎
28
︲
5
1
5
1
︶ま
た
は
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ︵http://

w
w
w
.nta.go.jp

︶へ
。

　

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
2
月
16
日

（
金
）か
ら
3
月
15
日（
木
）ま
で
、
成
田

税
務
署
特
設
会
場（
下
図
参
照
）と
市
役

所（
本
庁
舎
・
下
総
支
所
・
大
栄
支
所
）

で
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に
該

当
す
る
人
は
、
成
田
税
務
署
特
設
会
場

で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

�

分
離
課
税
と
な
る
譲
渡
所
得
の
あ

る
人

�

事
業
収
入
・
不
動
産
収
入
が
5
0
0

万
円
以
上
と
な
る
人

青
色
申
告
を
す
る
人

　

ま
た
、成
田
税
務
署
特
設
会
場
で
は
、

2
月
18
日（
日
）と
25
日（
日
）に
、
確
定

申
告
書
作
成
の
ア
ド
バ
イ

ス
と
申
告
書
の
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

所
得
税
の
還
付
申
告

　

還
付
申
告
書
は
、
2
月

16
日
以
前
で
も
成
田
税
務

署
特
設
会
場
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
な
る
べ

く
2
月
中
に
申
告
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

還
付
申
告
書
の「
自
書
申

告
説
明
会
」を
下
表
の
日

程
で
行
い
ま
す
。こ
れ
は
、

申
告
書
を
自
分
で
作
成
す

る
説
明
会
で
、
当
日
会
場

で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

成
田
税
務
署
か
ら 

﹁
特
設
会
場
﹂設
置
の
お
知
ら
せ

　

成
田
税
務
署
で
は
、
成
田
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
4
階
に
特
設
会
場

を
設
け
、
確
定
申
告
な
ど
の
作
成
相
談

を
行
い
ま
す
。

受
付
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

�

会
場
＝
成
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
ビ
ル（
下
図
参
照
）

確
定
申
告
書
の
提
出
・
納
期
限

所
得
税
・
贈
与
税　

3
月
15
日（
木
）

個
人
消
費
税　

4
月
2
日（
月
）

受
け
付
け
は
2
月
16
日︵
金
︶か
ら

3
月
15
日︵
木
︶ま
で

所
得
税
の
確
定
申
告

�

交
通
手
段
＝
特
設
会
場
に
は
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
電
車
・

バ
ス
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

J
R
成
田
駅
西
口　

千
葉
交
通
バ
ス

①
番
乗
り
場
で
、
ボ
ン
ベ
ル
タ
バ
ス
停

下
車
、
徒
歩
3
分

会
場
の
ご
案
内

自書申告説明会

日　時 会場 対象者

2
月
9
日（
金
）

午前9時30分～正午

市
役
所
6
階
大
会
議
室

年金のみまたは給与と年金が
両方あり、住宅借入金等特別
控除以外の理由で還付申告を
する人

午後1時～3時30分 給与所得者で医療費控除の申
告をする人（年末調整済み）

便利な確定申告書の作成方法
ホームページ上で作成

　 　国税庁ホームページの「確定申告書作成コーナー」を
利用すると、簡単に申告書の作成ができます。申告書
は印刷し、そのまま税務署に提出することができます。

※ くわしくは国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）へ。
タッチパネルで作成

　 　税務署の申告書作成会場には、確定申告書の作成が
簡単にできるタッチパネル（申告書作成支援システム）
を設置しています。

※くわしくは成田税務署（☎28-5151）へ。
電子申告・納税

　 　国税電子申告・納税システム（e-Tax）を利用すると、
国税に関する申告や納税などがインターネットででき
ます。利用には、事前に電子証明書の取得が必要にな
ります。

※ くわしくはe-Taxホームページ（http://www.e-tax.nta.go.
　jp）またはヘルプデスク（☎0570-015901）へ。

広報なりた2007.2.1 �



※ 子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

　

平
成
19
年
か
ら
所
得
税
と
住
民
税
が

大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
、

所
得
税
か
ら
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
、

定
率
減
税
の
廃
止
、
老
年
者
非
課
税
措

置
の
廃
止
に
伴
う
減
額
措
置
の
削
減
で

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
人
の

負
担
額
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

3
兆
円
の
税
源
移
譲

　

平
成
19
年
か
ら
地
方
分
権
を
進
め
る

た
め
、国
税（
所
得
税
）か
ら
地
方
税（
住

民
税
）へ
税
金
が
移
し
替
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
源
移
譲
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん

ど
の
人
は
所
得
税
が
平
成
19
年
1
月
分

か
ら
減
り
、
住
民
税
は
平
成
19
年
6
月

分
か
ら
増
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
税

金
の
移
し
替
え
な
の
で
、
所
得
税
と
住

民
税
と
を
合
わ
せ
た
税
負
担
が
変
わ
る

こ
と
は
基
本
的
に
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

景
気
回
復
の
た
め
の
定
率
減
税
措
置

の
廃
止
や
皆
さ
ん
の
収
入
の
増
減

な
ど
、
別
の
要
因
に
よ
り
実
際
の
負

担
額
は
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意

く
だ
さ
い
。

老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

　

平
成
18
年
か
ら
65
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
し
た
老
年
者
非
課
税
措
置
の
廃
止

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
際
、
急
激
な

税
負
担
の
増
加
を
緩
和
す
る
た
め
の
経

過
措
置
と
し
て
、
平
成
17
年
1
月
1
日

現
在
65
歳
以
上（
昭
和
15
年
1
月
2
日
以

前
生
ま
れ
）で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

1
2
5
万
円
以
下
の
人
は
、
18
年
分
は
税

額
の
3
分
の
2
を
、
19
年
分
は
税
額
の

3
分
の
1
を
減
額
す
る
措
置
が
採
ら
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
20
年
分
以
降
に
つ

い
て
は
、
経
過
措
置
が
終
了
す
る
た
め
、

税
の
減
額
は
あ
り
ま
せ
ん
。

所
得
税
と
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す

多
く
の
人
の
負
担
額
が
増
え
る
こ
と
に

定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

定
率
減
税
は
景
気
対
策
の
た
め
、
平

成
11
年
度
税
制
改
正
で
緊
急
避
難
的

な
特
例
措
置
と
し
て
導
入
し
た「
税
額

か
ら
一
定
の
額
を
控
除
す
る
措
置
」で
、

そ
の
後
の
税
制
改
正
に
よ
り
所
得
税
は

平
成
18
年
1
月
分
か
ら
税
額
の
10
％
相

当
額
を
減
額（
12
万
5
千
円
が
上
限
）、

住
民
税
は
平
成
18
年
6
月
分
か
ら
税
額

の
7
・
5
％
相
当
額
を
減
額（
2
万
円

が
上
限
）し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
の

経
済
状
況
を
ふ
ま
え
、
平
成
19
年
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
す（
所
得
税
は
平
成
19
年

1
月
分
か
ら
、
住
民
税
は
平
成
19
年
6

月
分
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
）。

※�

く
わ
し
く
は
成
田
税
務
署︵
☎

28
︲
5
1
5
1
︶ま
た
は
市
税
務

課︵
☎
20
︲
1
5
1
3
︶へ
。

※子どものうち1人が特定扶養親族に該当するものとしています。
※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。

モデルケース（定率減税の廃止）

夫婦＋子ども2人・給与収入700万円（年額）

住民税 196,000円
・定率減税 △14,700円

所得税 263,000円
・定率減税 △26,300円

合　計� 418,000円

住民税 293,500円

所得税 165,500円

合　計� 459,000円

※一定の社会保険料が控除されるものとして計算しています。
※ 年金収入200万円の人は、年金に係る控除を行った後の合計所得金額は

125万円以下なので、経過措置が適用されます。

モデルケース（老年者非課税措置の廃止）

70歳独身・年金収入200万円（年額）

住民税 19,900円
・定率減税 △1,500円
・（住民税－定率減税）×⅔�ᛆ  △12,267円

所得税 34,800円
・定率減税 △3,480円

合計� 37,453円
（税額� 37,400円）

住民税 37,300円
・住民税×⅓�ᛆ △12,434円

所得税 17,400円

合計� 42,266円
（税額� 42,200円）

平成19年

平成18年 平成19年

●夫婦＋子ども2人の場合（年額）

給与収入
税源移譲前（単位：円）

所得税 住民税 合計

300万円 0 9,000 9,000

500万円 119,000 76,000 195,000

700万円 263,000 196,000 459,000

1,000万円 688,000 442,000 1,130,000

税源移譲後（単位：円）
所得税 住民税 合計

0 9,000 9,000

59,500 135,500 195,000

165,500 293,500 459,000

590,500 539,500 1,130,000

負担
増減額

0円

0円

0円

0円

＝

37
％30

％
20
％

10
％

40
％33

％
23
％20

％
10
％5

％

10％比例税率

6％（市区町村民税）

4％（都道府県民税）

所得税 住民税

移譲前4段階

個々の納税者の
負担合計額は同じ

＝

移譲後6段階

所得税 住民税

平
成
19
年
か
ら

平成18年

13％

10％

3％

2％

10％

8％
3％
5％

� 広報なりた2007.2.1　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



ば市民 ろひの

う
に
し
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
あ
り
ふ
れ

た
箱
も
ち
ょ
っ
と
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

す
る
だ
け
で
、
セ
ン
ス
の
い
い
小
物
入

れ
に
な
る
ん
で
す
よ
。

　

こ
う
い
う
風
に
し
て
作
っ
た
作
品
は

ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
思

い
出
が
あ
り
、
ラ
ン
ド
セ
ル
に
付
け
た

り
し
て
い
つ
も
大
切
に
し
て
持
ち
歩
い

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
マ
ス
コ
ッ
ト
用
の
洋
服

作
り
な
ど
今
ま
で
に
挑
戦
し
た
こ
と
の

無
い
作
品
づ
く
り
に
も
挑
戦
し
て
み
た

い
で
す
。

　

わ
た
し
た
ち
小
御
門
小
学
校「
物
づ

く
り
ク
ラ
ブ
」は
4
年
生
以
上
の
21
人

で
活
動
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
で
、
家
庭
科

の
授
業
な
ど
に
は
無
い
小
物
を
作
る
の

で
、
ク
ラ
ブ
の
み
ん
な
は
こ
の
時
間
が

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
作
品
を
作
っ
て
い
く
か
は
1

学
期
の
最
初
に
、
顧
問
の
外
山
先
生
と

石
田
先
生
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
意
見
を
出
し
合
っ
て
決
め
ま

す
。

　

ま
た
、
テ
レ
ビ
や
雑
誌
で
流
行
っ
て

い
る
も
の
も
そ
の
都
度
、
取
り
入
れ

て
い
き
ま
す
。
こ
と
し
は
こ
れ
ま
で
に

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ

リ
ー
、ミ
サ
ン
ガ
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

　

材
料
は
1
0
0
円

シ
ョ
ッ
プ
で
買
っ
て
き

た
も
の
や
木
の
実
な
ど

を
利
用
し
て
、
な
る
べ

く
お
金
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
分
、
み
ん
な
で
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

楽
し
み
な
が
ら
作
る
よ

な
か
ま
と
一
緒
69

物
づ
く
り
の
楽
し
さ
を
味
わ
う

小
御
門
小
学
校　

物
づ
く
り
ク
ラ
ブ

クラブ
訪問 69

みんなのアイデアを形に

　

ど
の
遊
び
に
し
て
も
、
そ
の
日
題
材

に
し
た
絵
本
の
原
作
や
工
作
の
材
料
・

作
り
方
な
ど
を
し
っ
か
り
と
紹
介
す

る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。
そ
の
場

で“
楽
し
か
っ
た
”で
終
わ
り
に
し
な
い

で
、
家
庭
で
も
生
か
し
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
か
ら
ね
。

　

昨
年
12
月
に
は
、
恒
例
の
ク
リ
ス
マ

ス
会
を
開
き
ま
し
た
。
準
備
や
当
日

の
運
営
は
、
と
て
も
忙
し
く
目
が
回
る

ほ
ど
で
し
た
が
、
ほ
か
の
サ
ー
ク
ル
に

も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
大
盛

況
。
1
0
0
組
近
く
の
親
子
が
遊
び
に

来
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。

　
「
あ
り
が
と
う
！
」、「
ま
た
来
る
ね
！
」

と
い
う
一
言
が
、
わ
た
し
た
ち
の
何
よ

り
の
原
動
力
。
親
子
の
笑
顔
が
溢
れ
る

ひ
と
と
き
、
そ
し
て
お
母
さ
ん
た
ち
の

ち
ょ
っ
と
し
た
息
抜
き
の
時
間
を
こ
れ

か
ら
も
届
け
て
い
け
た
ら
う
れ
し
い
で

す
ね
。

　

わ
た
し
た
ち「
グ
ル
ー
プ
い
と
ぐ
る

ま
」は
、
親
子
向
け
の
遊
び
を
通
し
て

子
育
て
支
援
の
活
動
を
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。
自
分
た
ち
の
子
育
て
が
一

段
落
し
た
の
を
機
に
、
今
度
は
若
い
お

母
さ
ん
た
ち
の
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば

と
始
め
ま
し
た
。
保
健
福
祉
館
の
オ
ー

プ
ン
以
来
、
毎
月
第
1
・
3
火
曜
日
の

午
前
中
、
ち
び
っ
こ
広
場
で
活
動
し
て

い
る
ほ
か
、
子
ど
も
会
ま
つ
り
や
健
康

福
祉
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
出

演
し
て
い
ま
す
。

　

親
子
と
の
遊
び
に
は
、
紙
芝
居
・
パ

ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
人
形
劇
・
手
遊
び
・

工
作
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
の
得
意
分
野
を

生
か
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
取
り

入
れ
て
い
ま
す
。
人
形
な
ど
の
道
具
や

飾
り
付
け
は
、
み
ん
な
で
手
分
け
し
て

手
作
り
。
子
ど
も
た
ち
の
喜
ぶ
顔
を
思

い
浮
か
べ
な
が
ら
心
を
込
め
て
作
っ
て

い
ま
す
。

親子の夢を紡いでいきたい
グループいとぐるま（子育て支援）

一緒に活動してくれる人、大歓迎です

子どもたちの
笑顔のために

うまく作れるかな
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ば市民 ろひの

こんにちは赤ちゃん 124

スクスクのびのび 328ペット大好き 104 高
橋�

美
波
ち
ゃ
ん（
公
津
の
杜
）

内
藤�

莉
子
ち
ゃ
ん（
橋
賀
台
）

冬
の
遊
び
は

下
駄
の
ス
ケ
ー
ト
靴

ふるさとトーク 139

　ブランコが好きな弥桜ちゃんと
サッカーが好きな一也くん、ピアノ
が好きな歩乃香ちゃん。年も好き
なものも違うけど、とっても仲良し。
　いつもいろいろなことをして遊
ぶよ。今日は3人で幼稚園ごっこ
をして遊ぶんだ！

伊藤�弥
み

桜
お

ちゃん（4歳・手前）並木町

遠藤�一也くん　（6歳）江弁須

　　�歩乃香ちゃん（4歳）

宮城県大崎市

　好奇心旺盛で、お散歩中はい
つもキョロキョロと辺りを見回し
ているミルモ。2本足で立つのが
得意で、遠くのものに興味を持
つと、立ったままでじっと見つめ
ていることもあるんですよ。家に
いるときはいつも私の後を付い
て歩く甘えん坊。ときどき、一緒
にお昼寝してあげています。

靴
は
下
駄
の
歯
を
取
り
、
そ
こ
に
鎹

か
す
が
いを

差
し
込
ん
だ
も
の
。
田
ん
ぼ
に
水
を
ま

き
二
日
も
経
て
ば
、
分
厚
い
氷
が
張
り

特
設
リ
ン
ク
の
完
成
で
す
。

　

高
校
時
代
は
友
達
と
自
転
車
に
乗

り
、
鳴
子
渓
谷
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。

何
と
い
っ
て
も
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は

最
高
で
し
た
。
渓
谷
一
帯
が
赤
や
黄
色

に
染
ま
り
、そ
の
眺
め
は
絶
景
で
す
ね
。

　

滑
川
に
来
て
40
年
弱
。
雪
が
な
い
だ

け
で
と
て
も
暮
ら
し
や
す
い
と
感
じ
て

い
ま
す
が
、
冬
の
筑
波
か
ら
の
空
っ
風

は
と
て
も
寒
い
で
す
ね
。

　

わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
宮
城
県
岩

出
山
町
で
す
。
去
年
の
3
月
に
合
併
し

大
崎
市
と
な
り
ま
し
た
。
市
の
北
西
部

は
秋
田
県
と
山
形
県
に
接
し
、
湯
治
場

と
し
て
有
名
な
鳴
子
温
泉
も
あ
り
、
全

国
か
ら
大
勢
の
人
々
が
訪
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
米
作
り
が
盛
ん
な
地
域
で
、

サ
サ
ニ
シ
キ
、
ひ
と
め
ぼ
れ
な
ど
の
銘

柄
米
の
誕
生
の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

岩
出
山
は
、伊
達
政
宗
が
仙
台
の
青

葉
城
へ
移
る
前
の
12
年
間
を
過
ご
し
た

場
所
で
、毎
年
9
月
に
は「
政
宗
公
ま
つ

り
」と
い
う
武
者
行
列
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
こ
ろ
の
遊
び
と
い
え
ば
、

夏
は
川
で
水
泳
、
冬
は
ス
キ
ー
と
ス

ケ
ー
ト
。
道
具
は
す
べ
て
手
作
り
で
し

た
。
ス
キ
ー
板
は
細
い
竹
を
切
り
、
組

み
合
わ
せ
て
作
り
ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト

勇壮な「政宗公まつり」（宮城県観光課提供）

大崎市

菅澤�智子さん（中台）

　　�ミルモ（オス）

宮
城
県

根
本
繁
美
さ
ん（
滑
川
）

岩手県

山
形
県

福島県

秋田県
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TO
P
IC
S
　
N
A
R
IT
A

ト
ピ
ッ
ク
ス
な
り
た

第
26
回
久
住
地
区
一
周
駅
伝
大
会

飯
岡
・
大
生
チ
ー
ム
が

逆
転
劇
で
連
覇

　成田国際空港第1旅客ターミナルビル南ウイング中央ロビーで、
1月1日、平成19年の新春航空安全祈願祭（主催は市観光協会）が行
われました。この式典では日本の正月の風習を味わってもらおうと、
お屠

と

蘇
そ

が振る舞われたほか、琴の演奏や獅子舞も披露。正月の華
やかな雰囲気に、訪れた旅行者も思わず足を止めていました。

平成19年新春航空安全祈願祭

航空機と利用者の
安全を祈る

神宮寺地区どんど焼き

勇壮な炎の舞に
無病息災を願う

　竹で組んだ櫓
やぐら

とともに正月飾りを燃やし、
1年間の無病息災を祈願する小正月の行事

「どんど焼き」が、1月13日、神宮寺小のグ
ラウンドで行われました。参加した小学生
たちにより点火された櫓には瞬く間に火が
回り、晴天となった冬空を焦がさんばかり
に炎上。火の勢いが弱まった後には、竹の
先に刺したもちを焼き、お雑煮にして味わ
いました。

どんど焼きの火で焼いたもちを食べると風邪をひかないとか

新勝寺大導師らによる安全法楽

　

箱
根
駅
伝
の
興
奮
冷
め
や
ら
ぬ
1
月
7
日
、
第
26
回
久
住
地
区
一
周

駅
伝
大
会
が
全
20
・
1

km
、14
区
間
を
コ
ー
ス
に
開
か
れ
ま
し
た
。
レ
ー

ス
は
、
中
盤
か
ら
飯
岡
・
大
生
チ
ー
ム
と
小
泉
チ
ー
ム
が
熾し

烈れ
つ

な
ト
ッ

プ
争
い
を
展
開
。
最
終
14
区
で
劇
的
な
逆
転
を
見
せ
た
飯
岡
・
大
生

チ
ー
ム
が
見
事
、
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

飯
岡
・
大
生
チ
ー
ム

準
優
勝　

小
泉
チ
ー
ム

3　

位　

荒
海
チ
ー
ム

急な坂を一気に駆け下りる

音を立て、勢いよく
燃え上がる炎

後は任せろ！
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　昭和10年代、戦地に慰問品として送られた栗羊
よ う

羹
か ん

などへのお礼を記し
た手紙や絵はがき300通が、「なごみの米屋」（上町）で見つかり、同店の
羊羹資料館で4月30日まで一般公開されています。慰問活動を行ったの
は創業者の諸岡長蔵さんで、地元を中心とした出征兵士らに成田山のお
守りや家族の写真に加え栗羊羹を入れて送ったもの。礼状には、感謝の
気持ちや家族・故郷を思う気持ち、過酷な戦地の様子なども綴

つ づ

られてお
り、当時を知る貴重な資料となっています。くわしくは成田羊羹資料館（☎
22-2266）へ。

企画展「戦地慰問と軍事郵便物語」

慰問の栗羊羹に300通の礼状

第
1
回
市
民
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ボ
ー
ル
の
ゆ
く
え
に

一
喜
一
憂

　

大
栄
地
区
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
新
成
田
市
で
も
広
め
よ
う
と
、第
1
回
市
民
大
会
が
1
月
13
日
、

市
体
育
館
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
楕
円

形
の
巨
大
な
ボ
ー
ル
を
2
回
以
上
の
タ
ッ
チ
で
相
手
コ
ー
ト
に
返
し
合
う

ス
ポ
ー
ツ
で
、
ボ
ー
ル
が
空
中
で
思
わ
ぬ
動
き
を
す
る
と
こ
ろ
が
最
大
の

特
徴
。
初
め
て
挑
戦
し
た
と
い
う
女
性
は
、「
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
の
に

夢
中
に
な
っ
た
。
ま
た
や
っ
て
み
た
い
」と
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
春
恒
例
の「
お
年
玉
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」

（
本
紙
1
月
1
日
号
）に
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
正
解
は「
ボ

タ
ン
ナ
ベ
」。
1
、1
5
1
通
の
応
募
が
あ
り
、
厳
正

な
抽
選
の
結
果
、
次
の
50
人
の
皆
さ
ん
が
当
選
し
ま

し
た
。
当
選
者
に
は
記
念
品（
1
、0
0
0
円
相
当
の

図
書
カ
ー
ド
）を
お
贈
り
し
ま
す
。

◆
当
選
者（
敬
称
略
）

浅
野
暢
子（
花
崎
町
）　

阿
部
稜（
宗
吾
）　

荒
井
か

つ
子（
北
羽
鳥
）　

石
橋
枝
里
子（
奈
土
）　

石
橋
秀
一

（
並
木
町
）　

伊
藤
利
男（
南
羽
鳥
）　

井
上
直
子（
大

袋
）　

大
神
洋
子（
吉
岡
）　

大
木
茂
貴（
和
田
）　

大

瀧
満
雄（
中
台
）　

大
塚
頌
太（
名
古
屋
）　

大
野
詩
織

（
加
良
部
）　

大
平
敏
子（
加
良
部
）　

加
瀨
京
子（
十

余
三
）　

片
野
緑（
並
木
町
）　

加
藤
京
子（
玉
造
）　

川
崎
宏（
橋
賀
台
）　

神
﨑
美
架（
吉
岡
）　

木
下
孝

司（
花
崎
町
）　

木
下
浩
志（
成
井
）　

肝
付
正
子（
吾

妻
）　

国
吉
ひ
ろ
み（
宗
吾
）　

黒
石
か
お
る（
玉
造
）

黒
田
た
つ
子（
松
子
）　

小
林
京
介（
加
良
部
）　

是

永
潤
二（
中
台
）　

斉
藤
裕
子（
東
和
田
）　

桜
井
茂
男

（
玉
造
）　

須
合
淑
子（
公
津
の
杜
）　

鈴
木
史
郎（
並

木
町
）　

髙
橋
樹（
公
津
の
杜
）　

髙
盛
義
之（
吾
妻
）

田
代
す
い
す（
飯
田
町
）　

椿
さ
お
り（
公
津
の
杜
）　

坪
倉
ヨ
シ
エ（
並
木
町
）　

寺
田
和
子（
多
良
貝
）　

根

本
敏
樹（
船
形
）　

萩
原
和
子（
玉
造
）　

橋
本
あ
す
か

（
中
台
）　

浜
田
泰
輔（
橋
賀
台
）　

林
恵（
加
良
部
）

針
ヶ
谷
征
男（
高
）　

檜
垣
卓
男（
磯
部
）　

樋
口
富
広

（
名
古
屋
）　

平
尾
清
江（
加
良
部
）　

藤
波
睦（
公

津
の
杜
）　

堀
越
千
代（
不
動
ヶ
岡
）　

松
村
有
希（
美

郷
台
）　

森
英
子（
飯
田
町
）　

横
山
ひ
か
り（
公
津
の

杜
）

お
年
玉
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

浅
野
暢
子
さ
ん
ら
50
人
が
当
選

子どもから大人まで楽しめるスポーツです

予想外のボールの動
きに審判もびっくり

戦争を語り継ぐさまざまな資料を展示
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暮
ら
し
の

お
知
ら
せ

Information

住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書

3
月
か
ら
は
自
動
交
付
機
で
も

　

市
で
は
、� 3
月
1
日
か
ら
住
民
票
の
写

し
と
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
が
受
け

ら
れ
る
自
動
交
付
機
を
稼
働
さ
せ
ま
す
。

　

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る
に
は
、
専

用
の
カ
ー
ド
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

専
用
カ
ー
ド
に
は
、
住
民
票
の
み
を

発
行
で
き
る
も
の
と
、
住
民
票
と
印
鑑

登
録
証
明
書
の
両
方
発
行
で
き
る
も
の

の
2
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

住
民
票
の
み
発
行
の
カ
ー
ド
は
無
料

で
す
。
両
方
発
行
で
き
る
カ
ー
ド
は
、

印
鑑
登
録
証
を
既
に
持
っ
て
い
る
人
が

そ
れ
と
交
換
す
る
場
合
は
無
料
で
す

が
、
そ
う
で
な
い
場
合
は
3
0
0
円
の

手
数
料（
印
鑑
登
録
手
数
料
）が
か
か
り

ま
す
。
自
動
交
付
機
を
利
用
し
な
い
場

合
は
、
従
来
の
印
鑑
登
録
証
が
窓
口
で

そ
の
ま
ま
使
用
で
き
ま
す
の
で
、
交
換

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
設
置
場
所
と
利
用
日
時

市
役
所
1
階
市
民
課
前
…
平
日
の
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
…

火
〜
日
曜
日（
祝
日
は
除
く
）の
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

●
申
請
場
所
と
方
法

　

専
用
カ
ー
ド
の
申
請
受
付
は
、
2
月

15
日（
木
）か
ら
開
始
し
ま
す
。
申
請
場

所
は
、
市
民
課
、
下
総
・
大
栄
支
所
住

民
課
で
す
。
暗
証
番
号（
4
桁
の
数
字
）

の
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
者
本
人
が
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
付

き
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
身
分
証
明
書
が
無
い
人
は
、

成
田
市
に
印
鑑
登
録
し
て
い
る
人
の
保

証
書（
保
証
人
の
登
録
印
の
押
印
と
登

録
番
号
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）を
持
参

す
れ
ば
、
交
付
申
請
が
で
き
、
即
日
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

県
で
は
、
株
式
会
社
タ
ケ
エ
イ
が
成

田
市
大
室
字
高
台
1
1
0
0
‐
2
ほ
か

に
計
画
し
て
い
る
産
業
廃
棄
物
最
終
処

分
場
に
関
す
る
施
設
設
置
許
可
申
請
書

な
ど
を
縦
覧
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
意
見
の
あ
る
人
は
、
意

見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
期
間
＝
2
月
23
日（
金
）ま
で

●
時
間
＝
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

●
場
所
＝
県
産
業
廃
棄
物
課（
県
庁
本

庁
舎
4
階
）、
北
総
県
民
セ
ン
タ
ー

（
印
旛
合
同
庁
舎
内
・
佐
倉
市
）、
市

環
境
対
策
課（
市
役
所
2
階
）

●
関
係
図
書
＝
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設

設
置
許
可
申
請
書
、
生
活
環
境
影
響

調
査
書

●
意
見
書
の
提
出
期
限
＝
3
月
9
日

（
金
）ま
で（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消

印
有
効
）

●
意
見
書
の
提
出
先
＝
県
産
業
廃
棄

物
課
許
可
指
導
室（
〒
2
6
0
‐

8
6
6
7　

千
葉
市
中
央
区
市
場
町

1
‐
1
）

　

道
路
な
ど
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車

は
、通
行
の
障
害
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
美
観
を
損
ね
、
ま
た
、
放
置
自

動
車
周
辺
に
ご
み
を
不
法
投
棄
さ
れ
る

な
ど
生
活
環
境
の
悪
化
を
も
生
じ
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

自
動
車
の
所
有
者
は
、
自
動
車
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、
購
入
時
、
最
初

の
車
検
時
ま
た
は
廃
車
時
の
い
ず
れ
か

に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
預
託
し
、
そ
の

預
託
金
は
自
動
車
が
解
体
処
分
さ
れ
る

と
き
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

使
用
済
自
動
車
は
、
販
売
店
や
引
き

取
り
業
者
に
引
き
渡
し
て
廃
車
手
続
き

を
す
る
な
ど
、
適
切
に
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

カードの種類 カードの発行に
必要なもの 手数料

住民票のみ発行で
きるもの

・ 申請者本人の官公
署発行の顔写真付
き身分証明書（運転
免許証、住民基本
台帳カードなど）

・ 印鑑（印鑑登録をす
る人はその印鑑）

無料

住民票と印鑑登録
証明書が発行でき
るもの

無料
（新規で印鑑登録
する人は300円）

関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す

廃
棄
物
処
理
施
設
設
置
許
可
申
請

※�

く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎

20
︲
1
5
3
2
︶へ
。

※�

く
わ
し
く
は
市
民
課︵
☎
20
︲

1
5
2
5
︶、
下
総
支
所
住

民
課︵
☎
96
︲
1
1
1
5
︶、

大
栄
支
所
住
民
課︵
☎
73
︲

8
0
6
6
︶へ
。

処
分
は
適
正
に
！

使
用
済
み
自
動
車

※�

く
わ
し
く
は
県
産
業
廃
棄
物

課
許
可
指
導
室︵
☎
0
4
3
︲

2
2
3
︲
2
6
9
7
︶
ま
た

は
市
環
境
対
策
課︵
☎
20
︲

1
5
3
2
︶へ
。

作業日 予定地区 予定時間
2月5日（月）並木町（大久保台・野沢台・成瀬台）地区 午後11時

～

翌午前5時
2月6日（火）並木町（沢山・日本松）、不動ヶ岡地区
2月7日（水）飯田町、飯仲地区

※くわしくは市水道部工務課（☎22-0269）へ。

　水道部では水質維持のため、次のとおり水道水の排水作業を行います。
　予定地区では、一時的に減水・濁りなどが発生することもありますので
ご了承ください。なお、受水槽を使用している場合は、万一に備え適切な
措置をお願いします。

2 月の水道水の排水作業日程
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昨
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に
か
ま
れ

た
男
性
が
、
そ
の
後
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

せ
ず
、
帰
国
後
、
狂
犬
病
を
発
症
し
た

例
が
2
件
あ
り
ま
し
た
。

　

狂
犬
病
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す

る
動
物
由
来
感
染
症
で
、
犬
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
人
・
猫
・
牛
・
豚
な
ど
す

べ
て
の
哺
乳
類
が
感
染
し
、
人
は
主
に

狂
犬
病
を
感
染
し
た
動
物
に
か
ま
れ
て

感
染
し
ま
す
。
発
症
し
て
か
ら
の
治
療

法
は
無
く
、
1
0
0
％
死
亡
し
て
し
ま

う
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

　

狂
犬
病
の
発
生
の
無
い
国
は
、
日
本

な
ど
、
ご
く
一
部
の
国
に
限
ら
れ
て
い

て
世
界
中
で
そ
の
発
生
が
見
ら
れ
、
年

間
5
万
人
以
上（
推
定
：
W
H
O
発
表
）

が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
、

イ
ン
ド
・
中
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
地
域
で

の
発
生
で
す
。

　

中
国
で
は
、
平
成
18
年
1
月
か
ら
9

月
に
か
け
て
死
者
が
2
、
2
0
0
人
を

超
え
る
な
ど
大
流
行
し
て
い
て
、
い
つ

日
本
に
侵
入
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
狂
犬
病
の
発
生
を
予
防

し
、
そ
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た
め
、
犬
を

飼
っ
て
い
る
人
は
次
の
こ
と
を
守
り
、

責
任
を
持
っ
て
適
正
に
飼
っ
て
く
だ
さ

い
。

●
犬
の
登
録
＝
生
後
91
日
以
上
の
犬

は
、
必
ず
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

●
狂
犬
病
予
防
注
射
＝
生
後
91
日
以
上

の
犬
に
は
、
年
に
1
回
の
予
防
注
射

を
必
ず
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
市
で

は
、
毎
年
4
月
に
集
合
注
射
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
し
て

動
物
病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す

●
飼
い
犬
の
係
留
＝
犬
は
必
ず
つ
な
い

で
飼
っ
て
く
だ
さ
い
。
散
歩
は
、
犬

を
制
御
で
き
る
人
が
短
い
引
き
綱
を

付
け
て
し
て
く
だ
さ
い

●
飼
い
犬
が
人
を
か
ん
で
し
ま
っ
た
ら

　

飼
い
犬
が
人
を
か
ん
で
し
ま
っ
た
場

合
に
は
、
飼
い
主
は
必
ず
保
健
所
へ

届
け
出
て
く
だ
さ
い

　

フ
ィ
ラ
リ
ア
な
ど
の
狂
犬
病
以
外
の

病
気
に
も
注
意
し
て
、
飼
い
犬
の
健
康

管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

︽
相
談
・
手
続
き
な
ど
の
窓
口
︾�

●
犬
の
登
録
に
関
す
る
手
続
き

　

環
境
衛
生
課（
☎
20
‐
1
5
3
1
）、

下
総
支
所
生
活
環
境
課（
☎
96
‐

1
1
1
6
）、
大
栄
支
所
生
活
環
境

課（
☎
73
‐
8
0
6
2
）

●
咬こ

う

傷
し
ょ
う

事
故
な
ど
の
届
け
出

　

印
旛
保
健
所
成
田
支
所（
☎
26
‐

7
2
3
1
）

●
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー（
☎
93
‐

5
7
1
1
）

●
ペ
ッ
ト
に
関
す
る
相
談

　
（
財
）千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

（
☎
0
4
3
‐
2
1
4
‐
7
8
1
4
）

●
期
日
＝
2
月
中
の
日
曜
日
・
休
日

●
区
間
と
時
間

J
R
成
田
駅
〜
薬
師
堂
…
午
前
11
時

〜
午
後
2
時

薬
師
堂
〜
成
田
山
門
前
…
午
前
11
時

〜
午
後
4
時

　

道
路
や
個
人
の
土
地
に
家
電
製
品
や

家
庭
ご
み
、
建
築
廃
材
な
ど
を
捨
て
る

不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
不
法
投
棄
監
視
員
や
職
員

に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
監
視

カ
メ
ラ
の
設
置
や
警
備
会
社
に
よ
る
夜

間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
不
法
投
棄
の

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
を
防
ぐ
に
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
が
常
日
ご
ろ
か
ら
不
審
車
両
、
不

審
者
に
注
意
を
払
い
監
視
す
る
こ
と

や
、
土
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
が
草
を

刈
っ
た
り
、
空
き
地
に
柵
を
設
け
た
り

す
る
な
ど
土
地
の
適
正
な
管
理
を
す
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
環
境
対
策

課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

当
日
は
定
期
路
線
バ
ス
を
含
め

て
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
成
田
警
察
署

︵
☎
27
︲
0
1
1
0
︶へ
。

土
地
の
管
理
は
適
正
に

不
法
投
棄

狂
犬
病
の
予
防

飼
い
主
は
責
任
を
持
っ
て

ペット火葬場　火葬業務を休止します
　ペット火葬場の老朽化が進んだため、火葬炉の改修工事
を行います。そのため、火葬業務およびペットの死体引き
取り業務を次の期間休止します。
休止期間＝2月19日（月）～26日（月）

※�くわしくは八富成田斎場（☎23-4511）または環境衛生
課（☎20-1531）へ。

2
月
も
引
き
続
き

ご
協
力
を 交

通
規
制

至栄町

至香取・稲敷

至佐原

至香取

土屋交差点

イ
オ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

国
道
4
0
8
号

空
港
通
り

寺台
インターチェンジ
寺台
インターチェンジ

至成田インター・空港

国際文化会館

JA成田市

成田
中学校
土屋中央通り

霊光館

弘恵会土屋
駐車場

成田山
新勝寺

成田山
公園

成田高校
名取亭

東和田駐車場

成田観光館

信徒会館

電車道

新
参
道

表参道

至我孫子

郷部大橋

成田小学校成田小学校

薬師堂
交番

自動車
祈とう所

公園
通り

西
口
大
通
り

成田
警察署

JR
成
田
駅

京成
成田駅
京成
成田駅

日赤
病院
日赤
病院

エスエス製薬エスエス製薬

開運橋

千葉交通
ビル

市役所
通り成田市役所成田市役所

消防署消防署
国道51号

成田山入口
交差点

至千葉

中台運動公園

卍

※�

く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課︵
☎

20
︲
1
5
3
2
︶へ
。

※�

く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課︵
☎

20
︲
1
5
3
1
︶へ
。

設置されているカメラ
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こ
と
し
も
式
典
の
ほ
か
、
消
防
隊
に

よ
る
迫
力
あ
る
訓
練
や
消
防
音
楽
隊
と

成
田
高
校
付
属
小
学
校
ダ
ン
ス
部
に
よ

る
演
奏
・
演
技
、
子
ど
も
た
ち
に
毎
回

好
評
の
特
殊
消
防
自
動
車
へ
の
体
験
乗

車
を
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す

の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

●
日
時
＝
2
月
11
日（
日
・
祝
） 

午
前

10
時
〜
正
午

●
会
場
＝
国
際
文
化
会
館
駐
車
場（
雨

天
時
は
大
ホ
ー
ル
）

　

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で
、
E
T
C

利
用
車
に
限
り
、
現
行
の
E
T
C
割
引

料
金
を
さ
ら
に
割
引
し
ま
す（
試
行
）。

●
試
行
期
間
＝
2
月
1
日（
木
）〜
28
日

（
水
）

●
対
象
時
間
＝
午
前
6
時
〜
10
時
、
午

後
2
時
〜
8
時（
木
更
津
金
田
料
金

所
ま
た
は
海
ほ
た
る
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
料
金
所
通
過
時
間
）

●
対
象
道
路
＝
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

●
対
象
車
両
＝
E
T
C
利
用
車

●
割
引
内
容
＝
3
割
引

　

冬
は
、
路
面
の
凍
結
や
積
雪
に
よ
る

ス
リ
ッ
プ
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
夜
間
や
早
朝
は
、
雪
や
雨
水
が
凍

結
し
て
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
橋
の
上
や
坂
道
、
交
差
点
、
カ
ー

ブ
、ト
ン
ネ
ル
内
は
注
意
が
必
要
で
す
。

夜
間
の
水
ま
き
は
、
凍
結
の
原
因
に
な

り
ま
す
の
で
、絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
運
転
す
る
と
き
は
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
締
め
て
、
道
路
の
状
況
に

注
意
し
、
車
間
距
離
を
十
分
に
取
り
、

安
全
な
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
18
年
度
に
実
施
し
た
定
期
監
査

結
果（
学
校
監
査
）の
概
要
を
、
地
方
自

治
法
第
1
9
9
条
第
9
項
に
基
づ
き
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　

成
田
市
監
査
委
員　

野
中
憲
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
澤
貞
男

︻
学
校
監
査
︼

●
期
日
＝
平
成
18
年
10
月
5
日
・
6

日
・
10
日
・
11
日

●
場
所
＝
各
学
校

●
対
象
＝
遠
山
・
三
里
塚
・
東
・
豊
住
・

向
台
・
加
良
部
・
橋
賀
台
・
新
山
・

中
台
・
本
城
・
公
津
の
杜
の
各
小
学

校
お
よ
び
遠
山
・
豊
住
・
中
台
・
吾

妻
の
各
中
学
校

●
方
法
＝
平
成
18
年
8
月
末
日
ま
で
の

学
校
配
当
予
算
の
執
行
状
況
お
よ
び

施
設
な
ど
の
管
理
に
つ
い
て
諸
帳
簿

類
を
調
査
し
、
関
係
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
て
実
施

●
結
果
＝
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
、
関

係
帳
簿
と
証
拠
書
類
を
照
合
し
た
と

こ
ろ
、
計
数
は
符
合
し
、
お
お
む
ね

適
正
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。

　
　

な
お
、予
算
執
行
に
当
た
っ
て
は
、

時
期
を
失
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

　

�　

施
設
な
ど
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
維
持
・
管
理
に
努
力
さ
れ
て

い
る
が
、
定
期
的
に
点
検
を
行
う

と
と
も
に
、
経
年
に
よ
る
施
設
の
損

耗
、
機
能
低
下
も
発
生
す
る
の
で
、

適
切
な
営
繕
計
画
の
も
と
に
今
後

と
も
教
育
環
境
の
整
備
に
万
全
を

期
さ
れ
た
い
。

　

�　

図
書
な
ど
の
備
品
の
管
理
に
つ
い

て
は
、
管
理
簿
が
調
整
さ
れ
、
お
お

む
ね
現
況
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る

も
の
と
認
め
ら
れ
た
。

特
殊
消
防
自
動
車
へ
の

体
験
乗
車
も

成
田
市
消
防
出
初
め
式

※�

く
わ
し
く
は
消
防
本
部
総
務
課

︵
☎
20
︲
1
5
9
0
︶へ
。

東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
で

試
行
し
ま
す

E
T
C
利
用
車
の
割
引

※�

く
わ
し
く
は
県
道
路
計
画
課︵
☎

0
4
3
︲
2
2
3
︲
3
2
9
8

　

�http://w
w
w
.aq
u
a-jikken.

com

︶へ
。

路
面
の
凍
り
や
す
い

冬
場
に
は
気
を
付
け
て

ス
リ
ッ
プ
事
故

監
査
結
果
の
公
表

※�

く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局

︵
☎
20
︲
1
5
7
2
︶へ
。

オンラインで申請できます
　供託の申請や供託金の払い渡しがオン
ラインで申請できるようになりました。
　申請方法などは、法務省ホームページ

（http://shinsei.moj.go.jp/）をご覧くださ
い。
※�くわしくは千葉地方法務局佐倉支局（☎
043-484-1222）へ。

はしご車による放水訓練

※�

く
わ
し
く
は
交
通
防
犯
課︵
☎

20
︲
1
5
2
7
︶へ
。

少人数学習推進教員による
きめ細かな授業
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　毎日の生活の中で、疑問に思っていること、だれか
に相談したいと思っていることはありませんか。市な
どでは、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行い
ます。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に
日ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかが
ですか。

困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談（家事･民事） 月･木曜日  9：00～16：00 市役所2階相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事

件は除きます。法律相
談3月分の予約は2月
28日（水）から受け付
けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00～16：00 〃

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）

27日（火） 10：00～15：00 市役所2階201会議室

不動産相談 20日（火） 10：00～12：00 〃

税務相談 20日（火） 10：00～15：00 市役所2階相談室

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語）

8日（木）・22日（木） 13：00～16：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 17日（土） 13：00～16：00 イオン成田SC
県行政書士会印旛支部
作田義美さん ☎23-3286

税務支援センター（予約制）14日（水）・28日（水）10：00～15：00
県税理士会成田支部

（飯田町157-4）
県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 21日（水） 18：00～20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん ☎20-1810

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00～16：00 市役所2階女性就業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2724

高年齢者職業相談 月～金曜日  8：30～17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2725

消費生活相談 月～金曜日 10：00～16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

商工業者法律相談（予約制） 21日（水） 10：00～12：00 商工会館2階相談室 商工会議所 ☎22-2101

年金相談 水曜日 10：00～15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1526

交通事故相談 6日（火） 10：00～15：00 市役所4階402会議室 交通防犯課 ☎20-1527

心配ごと相談

木曜日 10：00～15：00 保健福祉館
社会福祉協議会
☎27-7755

9日（金） 10：00～15：00 下総地域福祉センター

2日（金）・16日（金） 10：00～15：00 大栄地域福祉センター

酒害相談 1日（木）・15日（木）  9：00～12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月～金曜日  9：00～16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課 ☎20-1538

戦没者遺族相談 26日（月） 10：00～15：00 市役所1階相談室 社会福祉課 ☎20-1536

健康体力相談 6日（火） 9：00～12：00 市体育館 市体育館 ☎26-7251

就学相談（予約制） 月～金曜日  9：00～17：00 成田市教育センター 教育センター ☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日  9：00～16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月～金曜日 9：00～16：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎20-1414

相　談　日
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掲 

示 

板

Q　近所に住む一人暮らしの老人のお宅に、見知らぬセールス
マンが出入りしているのを見ました。なにやら布団のような

ものを運んでいたようですが、何気なく本人から「断ったのに無理
に置いて行かれた」と聞きました。どのようなアドバイスをしたら
よいでしょうか。

А　まず、本人に今回の契約について少しでも納得できなけれ
ば、すぐ消費生活センターに相談するよう伝えてください。

トラブルの解決は早いほうがスムーズにいくことが多いからです。
もし本人が迷っていたら、了解を得て代わりに相談してください。
高齢者に多い次々販売などのトラブルから守るためにも「気付き」が
重要です。一昨年マスコミを賑わした埼玉県の認知症姉妹リフォー
ム工事事件も近所の人からの相談がきっかけだったそうです。
　人は年をとると考える力も体も弱くなりがちです。そこに悪質業
者が付け込む被害が全国で多発しています。ご近所の見守りと気付
き、民生委員、ヘルパーなどが連携して高齢者の被害を防ぐことが
望まれます。なお、昨年４月より高齢者とその家族のための総合相
談窓口として「地域包括支援センター」（☎24-1294）が市役所高齢
者福祉課内に創設されました。介護、医療、財産管理を含め高齢者
を取り巻くさまざまな問題に公正中立の立場で相談に乗ってくれま
す。また、認知症の症状が見られる場合には、本人の身辺補助とし
て地域福祉権利擁護事業（社会福祉協議会 ☎27-7755）の制度や、
成年後見制度（物事を判断する能力の不足の程度によって、保護者
を定めて本人を保護する制度）がありますので活用を考えましょう。

　私たちの生活に欠かすことのできない
「食」。そのさまざまな場面でエネルギーが
使われていることを知っていますか？どん
な場面でエネルギーが使われているのかを
知り、省エネに取り組んでみてはいかがで
しょうか。例えば、次のようなちょっとし
た工夫が立派な省エネにつながります。
ばら売り、量り売りを利用する

　結局捨ててしまうことの多い包装材やレ
ジ袋、飲料容器を作るのにもエネルギーが
使われています。ばら売りや量り売りを積
極的に利用し、マイバッグも活用しましょう。
食材の産地にも気を掛けてみる

　同じ食材でも、産地から食卓までの距離
が遠くなれば、それだけ輸送や保冷に使わ
れるエネルギーが増すことになります。産
地に近い食材を使う方が省エネです。食材
の産地にも気を配ってみましょう。
食材は使い切るよう心掛ける

　生ごみの1/4は、食べ残しや使われない
まま捨てられた食材です。生ごみを処理す
る過程でもエネルギーが使われます。適量
を作って食べ残しを少なくする、無駄に廃
棄しないよう冷蔵庫の在庫メモを作るな
ど、食材を使い切る工夫をしてみましょう。

※くわしくは消費生活センター（☎23-1161）へ。 ※くわしくは環境計画課（☎20-1533）へ。

　税金還付詐欺とは、国税局や税務
署員を装い、電話や封書により｢税
金の還付が発生した｣などお金が返
還されるかのように偽ります。そし
て現金自動預け払い機(ATM)のある
コンビニなどへ行き、指示通り操作
するよう誘導しお金を振り込ませる
手口です。
　融資保証金詐欺とは、同様に電話
や封書で｢低金利で融資｣などと勧誘
し、事前に保証金や手数料を入金す

税金還付詐欺、
融資保証金詐欺が急増中

※くわしくは交通防犯課（☎20-1527）へ。

れば融資すると持ちかけ、お金を振
り込ませる手口です。
　これらを含め、振り込め詐欺の全
国の被害額は3年連続で200億円を
超えています。被害に遭わないため
にもATMでの操作や、保証金など
の名目で支払いを求めるものは詐欺
であることを疑い、1人で決断し行
動せず家族や警察と相談することが
大切です。

ご近所の力 食にまつわる
省エネ
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国
保
・
年
金

　なお、任意加入者には保険料免除制度や学生納付特
例制度は適用されません。

国保・年金についてくわしくは保険年金課（国保☎20-1526・年金☎20-1547）へ。

会社や役所を退職し、年金受給者になられた人と
その扶養家族（配偶者など）の皆さん。
もう届け出は済んでいますか

退職者医療制度

海外居住者の国民年金
希望すれば引き続き加入できます

次の①～③すべてに該当する人が対象です。
①国民健康保険に加入している人
②老人保健の適用を受けていない人
③厚生年金や各種共済組合などの老齢（退職）年金を受

けられる人で、年金への加入期間が20年以上、もし
くは40歳以降10年以上加入している人とその扶養
家族

※扶養家族とは、退職者本人の直系尊属、配偶者（内
縁を含む）と三親等内の親族、または配偶者の父母
と子で、退職者本人と生計を共にし、主として退職
者本人の収入で生計を維持している人

　年金証書を受け取ったら、14日以内に保険年金課
に届け出て、「国民健康保険退職被保険者証」に切り替
えてください。

このような人（家族）が対象です

　会社や役所を退職して国民健康保険に加入した人が、厚生年金や共済年金を受給できるようになった場合は「退
職者医療制度」で診療を受けることになります。これに伴い、その扶養家族も同様となります。
　退職者医療制度の財源は、本人の自己負担と保険税のほか、元の職場の健康保険などからの拠出金で成り立って
います。退職者医療制度の対象者となっているにもかかわらず届け出がされないと、拠出金で負担すべき医療費分ま
で国保（市や国・県）が負担することになります。
　皆さんの負担を増やさないためにも、対象となったら必ず届け出をお願いします。

　国民年金に加入している人が、海外に転出した場合
は、国民年金の加入をやめること（資格喪失）になります。
　海外在住により、国民年金に加入しなかった期間は、
将来、年金を受けようとするときの受給資格期間に算
入されますが、年金額には反映されません。

　そこで、受け取る年金
額を増やしたい、万一の
場合に障害基礎年金など
が保障されるようにした
い、というときは海外居
住者でも希望すれば引き
続き国民年金に加入（任意
加入）することができます。

社団法人　日本国民年金協会
〒102-0093 東京都千代田区平河町2-5-5 全国旅館
会館ビル3階　☎03-3265-2885
http://www.nenkin.or.jp/

親族の協力が得ら
れるとき

最終住所地の市区町村の国民年
金係で加入手続きをし、協力者が
保険料の納付をします

親族がいないか協
力が得られないとき

日本国民年金協会（下記）に手続
きを依頼します

海外で国民年金に加入するときの手続き

14日以内に届け出を

　年金証書（加入期間の分かるもの）、保険証、印鑑

　お医者さんにかかるときは、窓口に「国民健康保険
退職被保険者証」を提出して受診してください。

届け出に必要なもの

お医者さんにかかるとき
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市内小・中学生の作品が集合
「選挙啓発書初め展」

　小・中学生の皆さんから寄せられた選
挙啓発書初め展の作品の中から、推薦
42点・特選98点が選ばれました。
　これらの作品を、次の日程で展示します。

市役所ロビー…2月1日（木）～2月8日
（木）
中央公民館…2月9日（金）～18日（日）
下総公民館…2月20日（火）～25日（日）
大栄公民館…2月27日（火）～3月4日

（日）
※くわしくは市選挙管理委員会（☎

22-1111内線3152）へ。

生徒の心のこもった作品を
「養護学校校外頒布会」

　富里養護学校、印旛養護学校、香取養
護学校では、木工作品・花苗・手工芸品
など、生徒が作った作品の展示と頒布会
を開催します。
■富里養護学校中学部
日時＝2月15日（木） 午前10時～午後2

時30分
会場＝イオン成田ショッピングセンター

1階ガーデンコート
■印旛養護学校「よしきりフェア」
日時＝2月15日（木） 午前10時～午後4時
会場＝ユアエルム成田1階センタープラ

ザ
■香取養護学校高等部・中学部
日時＝2月16日（金） 午前10時～午後4

時30分
会場＝イオン成田ショッピングセンター

1階ガーデンコート・スカイコート
※くわしくは富里養護学校（☎92-2100）、

印旛養護学校（☎98-2200）または香
取養護学校（☎0478-72-2911）へ。

暮らしのヒントに
「消費生活展」

　「再発見！ 私たちのくらし」をテーマに、
22の団体が、暮らしに役立つ情報やヒン
トなどを紹介する消費生活展が次のとお
り開催されます。
日時=2月24日（土）・25日（日） 午前10

時～午後5時
会場=ボンベルタ成田店本館4階催事場
※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

三笑亭夢之助さんを迎え
「消費者講演会」

期日＝3月10日（土）
時間＝午後1時25分

～3時
会場＝市役所6階大

会議室
講師＝三笑亭夢之助

さん（落語家）
テーマ=「健康は笑いから」
定員と参加費＝300人（先着順）・無料
申し込み方法＝電話またはFAXで住所･氏

名･電話番号を商工観光課（☎20-1540
　FAX24-2185）または東京電力株式会

社成田支社（☎72-2283（平日午前9時
～午後5時） FAX72-2309）へ

※くわしくは商工観光課へ。

成田市民劇団 創作劇
「川のこちらの…」

日時＝3月3日（土） 午後5時開演、4日
（日） 午後2時開演
会場＝国際文化会館大ホール
出演＝成田市民劇団員ほか
入場料＝一般1000円、中学生以下500

円（全席自由）
前売り所＝国際文化会館
※未就学児の入場は無料です。くわしく

は（財）成田市教育文化振興財団（☎
23-1331）へ。

きれいな水と豊かな自然を目指して
「第4回印旛沼再生行動大会」

■印旛沼再生行動大会
期日＝2月9日（金） 
時間＝午後1時～4時30分
会場＝佐倉市民音楽ホール（佐倉市）
内容＝阪田正一さん（県立関宿城博物館

長）の講演、印旛沼わいわい会議の内
容発表など
定員＝700人（先着順）
■印旛沼流域環境フェア
期日＝2月10日（土）
時間＝午前11時～午後3時30分
会場＝御伊勢公園（佐倉市）
内容＝印旛沼流域写真展、NPO活動パネ

ル展、農産物販売、無洗米の試食など
※申し込みなどくわしくは県河川計画課
（☎043-223-3155）へ。

※ WECPNLとは、航空機騒音の特異性、継

続時間、昼夜の別なども加味したうるささ

の単位。この数値は速報値です。くわしく

は空港対策課（☎20-1521）へ。

航空機騒音測定結果 平成18年12月分

測定局 WECPNL 測定局 WECPNL 測定局 WECPNL

竜台 69.1 荒海 77.3 大室 72.3 

北羽鳥 73.6 幡谷 71.0 大室（NAA） 76.0 

北羽鳥
北部 71.1 成毛 72.5 堀之内 74.3 

新川 71.0 飯岡 75.4 馬場 72.1 

猿山 61.1 大生 75.5 新田（NAA） 70.2

滑川 68.1 土室（県） 74.7 新田 72.3 

下総 69.6 土室（NAA） 69.6 遠山 75.7 

四谷 69.9 芦田 79.3 本三里塚 78.6

長沼 73.0 押畑 66.2 三里塚 87.2 

磯部 72.8 野毛平
工業団地 75.1 御料牧場

記念館 72.6 

水掛 70.6 赤荻 75.4 本城 72.5 

高倉 72.1 下金山 69.0 南三里塚 73.5 

内宿 67.4 野毛平 77.1

日曜映画会

視聴覚サービスセンター・☎27-2533
◇ 2月3日（土）＝｢劇場版 鋼の錬金術師　シャ

ンバラを征く者｣

　2005年・日本・アニメ

◇2月4日（日）＝｢デイジー ｣

　2006年・韓国

◆ 入場は無料・上映は午後2時から、会場は

市立図書館2階視聴覚ホール

利用日時 駐車場所

2日（金） 

2:00 ～2:20 さぎ山第一街区公園（宗吾台）

2:40 ～3:00 並木町公民館

3:10 ～3:30 大久保台地区集会場

3:40 ～ 4:10 公津の杜公園

移動図書館巡回日程

※雨天などの場合は中止することがあります。

　くわしくは市立図書館（☎27-4646）へ。

今��月の図書館休館日＝5日（月）・8日（木）～28日

（水）（蔵書点検およびコンピュータシステム更

新のため）

返却期限を守りましょう！
　現在お手元にある本・雑誌・視聴覚資料など

の返却期限は過ぎていませんか？

　図書館の資料は市民の大切な財産です。期限

内の返却にご協力をお願いします。
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お知らせi
成田の観光をPR

「ちばデスティネーションキャンペーン」

　県では、国
内最大規模
の観光キャン
ペーン「ちば
デスティネー
ションキャンペーン（DC）」を開催します。
市でもこの期間中にさまざまな催しを実
施します。
　DCとは、Destination（目的地・行き
先）とCampaign（宣伝）の合成語で、地
方自治体や地元観光関係者とJR6社など
が協力して実施するキャンペーンです。
期間＝2月1日（木）～4月30日（月）
内容

成田山新勝寺特別企画
  （新勝寺企画課 ☎22-2111）

成田山の歴史・文化財探検
　（県教育庁文化財課 ☎043-223-40 

85）
しもふさ七福神巡りバスツアー

　（下総商工会 ☎96-2839）
成田の梅まつり

　（（社）成田市観光協会 ☎22-2102）
成田太鼓祭

　（成田観光館 ☎24-3232）
不動の大井戸茶会

　（（社）成田市観光協会 ☎22-2102）
※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

薬剤の投入を行います
「野ねずみの駆除」

　農作物に被害を与える野ねずみの駆除
を、市内（下総・大栄地区を除く）の田畑
で行います。
　農業者が薬剤をネズミの巣穴に投入し
ますのでご注意ください。
実施期間＝2月15日（木）～3月5日（月）
薬剤＝ヤソヂオン（ダイファシン系粒剤

5g入り小袋）
※土中に投入された薬剤は半年ほどで自

然分解し、無害になります。くわしく
はJA成田市営農課（☎22-6717）また
は市農政課（☎20-1541）へ。

4月入所の申請を受け付けます
「児童ホーム（学童保育所）」

　市内の児童ホームに4月から入所を希
望する児童の申請を受け付けます。
対象＝市内の小学校に通う児童
内容＝放課後の留守家庭児童の保育
開設期間＝月～土曜日（ただし祝日・年

末年始を除く）
負担金＝月5,000円（免除制度あり）
必要書類＝申請書・就労証明書など
申請書などの配布場所＝児童家庭課（市

役所議会棟1階）、下総・大栄支所福
祉課および各児童ホーム

申込期限
第1次…2月16日（金）
第2次…2月19日（月）～3月9日（金）
第3次…3月12日（月）以降随時
申請場所＝児童家庭課、下総支所福祉課、

大栄支所福祉課
※必要な書類がすべて揃っていない場合

は受け付けできませんので余裕をもっ
て申請してください。第1次受け付け
で定員になった場合は、審査のうえ、
待機となる場合があります。くわしくは
児童家庭課（☎20-1538）へ。

自宅前の除雪にご協力を
「住宅地内・集落の道路」

　雪道では歩行者の転倒、車両のスリッ
プ事故が心配されます。降雪の場合、市
ではバス通りなどの幹線道路と通学路か
ら除雪作業をしますので、集落や住宅地
内の除雪には時間を要することになりま
す。「雪がやんだら自宅前」、除雪にご協
力をお願いします。
※くわしくは道路維持課（☎20-1551）へ。

事業計画変更（案）を縦覧します
「土屋房谷津土地区画整理事業」

　土屋房谷津土地区画整理事業の事業計
画変更（案）を次のとおり縦覧します。
縦覧日時＝2月1日（木）～14日（水） 午

前9時～午後5時
縦覧場所＝区画整理課（市役所4階）
※くわしくは同課（☎20-1563）へ。

資産税課へお知らせください
「家屋の新築・増築など」

　家屋の新増築・建て替え・取り壊し、
名義の変更などがありましたら、資産税
課へご連絡ください。
　なお、固定資産税は、毎年1月1日現
在における土地・家屋・償却資産の所有
者に、都市計画税は、市街化区域内の土
地・家屋の所有者に課税されます。
※くわしくは同課（☎20-1514）へ。

催し物

成田市出身の洋画家
「篠﨑輝夫回顧展」

期間＝3月4日（日）まで（月曜日（2月12
日は開館）、2月13日（火）は休館）
時間＝午前9時～午後4時30分
会場＝千葉県立美術館（千葉市）
入場料＝一般500円、高校・大学生250円
■特別イベント
期日＝2月11日（日・祝）
内容＝成田の観光物産展、馬頭琴の演奏
※65歳以上の人、中学生以下の人およ

び身体障害者手帳保持者の入場は無
料です。くわしくは千葉県立美術館（☎
043-242-8311）へ。

児童ホーム名 場所 電話番号
中台 中台 3-101-2 27-1907
三里塚 三里塚 263-13 35-0857

玉造 玉造 3-4
（玉造小校庭） 29-3550

平成 江弁須 617-2
（平成小校庭） 27-1212

新山 加良部 4-23
（新山小学校内） 26-7500

成田 幸町 948-1
（成田小学校内） 24-2207

本城 本城 178-1
（本城小学校内） 35-3399

加良部 加良部 6-8
（加良部小校庭） 28-7233

橋賀台 橋賀台 3-4
（橋賀台小学校内） 27-3303

吾妻 吾妻 2-6
（吾妻小学校内） 26-2400

小御門 名古屋 1128-1 96-2823
川上 多良貝 245-308 73-6415

公津の杜 公津の杜 3-2
（公津の杜小学校内） 27-3900

美郷台 美郷台 2-19-1
（美郷台小学校内） 4 月開所予定

緑道はバイク禁止
　緑道は歩行者と自転車の専用道
路です。バイクの乗り入れは禁止
ですので、絶対にやめましょう。
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地元畜産物をホテルで食べよう
「美味しいフォーラム・いんばの畜産」

　県では、「美味しいフォーラム・いんば
の畜産」を次のとおり開催します。
日時＝3月16日 （金） 午前10時～午後3

時
会場＝成田ビューホテル（小菅）
内容＝ミニミニ勉強会、ランチと交流会、

農畜産物展示販売
集合場所＝県印旛合同庁舎（佐倉市・駐

車場有り）、京成成田駅東口
定員＝120人（応募者多数は抽選）
参加費＝1,500円（昼食代含む）
申し込み方法＝2月9日（金）（必着）まで

に往復はがき（1枚に4人まで申し込み
可。ただし、全員の住所・氏名を明
記）に住所・氏名・電話番号・乗車希
望場所（印旛合同庁舎か京成成田駅東
口）を書いて印旛農林振興センター地
域振興課（〒285-0026 佐倉市鏑木
仲田町8-1）へ

※申し込みは1人1回（連名者も含む）に
限ります。くわしくは印旛農林振興セン
ター地域振興課（☎043-483-1128）
へ。

若年者のための就職支援サービス
「ジョブカフェ千葉出張版」

　市では、県と連携し、県が設置した若
年者就業支援施設「ジョブカフェちば」（ち
ば若者キャリアセンター・船橋市）のス
タッフを招き、「面接対策セミナー」と「個
別相談」を開催します。
　面接がうまくいかない、自分の適性が
分からないなど就職活動で悩んでいる人
は、この機会にぜひご参加ください。
期日＝2月28日（水）
時間
①面接対策セミナー…午前10時～正午
②個別相談…午後1時～4時10分（1人当

たり40分・時間指定）
会場＝勤労会館（不動ヶ岡）
対象＝15歳以上35歳未満の、原則とし

て市内に在住・在勤・在学していて、
就職を希望する人
定員＝①20人②8人（各先着順）
参加費＝無料
※申し込みは2月23日（金）までに商工観

光課（☎20-1540）へ。

さまざまな視点からご意見を
「消費生活モニター」

応募資格＝市内に住む20歳以上の人で、
月1回のモニター会議に出席できる人
任期＝4月1日～平成20年3月31日
定員＝20人（応募者多数は選考）
※申し込みは2月28日（水）までに電話ま

たはFAXで商工観光課（☎20-1540 
FAX24-2185）へ。

初心者を対象に
「古文書から成田の歴史を学ぶかい」

　古文書を通じて、成田の歴史をひも解
いていきます。初心者にも親切に解説し
ますので、ぜひお越しください。
日時＝2月15日（木） 午後2時～4時
会場＝生涯大学校（花崎町）
講師＝小倉博さん（成田山霊光館職員）
参加費＝無料
※申し込みは生涯学習課（☎20-1583）へ。

シャトルが飛び交う
「バドミントン冬季大会」

日時＝3月3日（土） 午前8時30分から
会場＝市体育館アリーナ
試合形式＝ダブルス（1部・2部）、ラリー

ポイント
対象＝高校生以上
参加費＝2,000円（1チーム当たり）
※申し込みは2月21日（水）までに市体

育協会事務局（生涯スポーツ課・☎
20-1584）へ。

ハローワーク成田で
「福祉就職セミナー」

　ハローワーク成田では、福祉の仕事に
興味のある人を対象に福祉就職セミナー
を次の通り開催します。
期日＝3月2日（金）
時間＝午後1時～4時
内容＝福祉の仕事についてのセミナーと

介護体験実習
講師＝竹内淳さん（社会福祉法人 誠友

会）
会場＝加良部公民館2階会議室
定員＝35人（先着順）
参加費＝無料
※申し込みは直接または電話でハロー

ワーク成田（☎27-8609）へ。

生涯できるスポーツです
「太極拳教室」

日時＝2月11日（日・祝）
時間＝午後1時～4時（受け付けは午後0

時30分から）
会場＝市体育館アリーナ
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは市太極拳連盟・伊藤さん（☎
24-0686）へ。

見積り競争を実施します
「市公用車の自動車任意保険」

　市では、平成19年度の公用車の任意
保険、対人・対物（一部車両を含む）の保
険会社を2月下旬から公募し見積り競争
を実施します。
対象車両＝約300台
応募資格＝市内に事故の受け付け、損害

査定、示談交渉などの業務を行う営業
所などを有する法人など

※くわしくは管財課（☎20-1515）へ。

お知らせi
市立図書館が

「蔵書点検などのため休館」

　市立図書館では、蔵書点検および新し
いコンピューターシステムを導入するた
め、次のとおり休館します。
　休館により利用者の皆さんには大変ご
迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力
をお願いします。
　なお、視聴覚サービスセンターについ
ては通常どおり業務を行います。
休館期間＝2月8日（木）～28日（水）
※休館期間中は、移動図書館および分館

も休館となります。くわしくは市立図書
館（☎27-4646）へ。

健康づくりにもお役立ち
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伝言板

募　集

再就職を目指す高齢者のために
「パソコン講座」

　市シルバー人材センターでは、就職を
希望する高齢者を対象にパソコン講座を
次のとおり開催します。
期日＝2月13日（火）・14日（水）・15日
（木）・16日（金）・19日（月）・20日（火）・
21日（水）・22日（木）・23日（金）・26
日（月）・27日（火）・28日（水）、3月1日

（木）・2日（金）・5日（月）（全15回）
時間＝午前9時30分～午後4時
会場＝成田国際福祉専門学校（郷部）
内容＝初歩から、総務・経理分野のため

のパソコン技術を学ぶ
対象＝おおむね58～65歳で就職を希望

し、ワード・エクセルの基本操作がで
き、全回出席できる人
定員＝20人（応募者多数は抽選）
参加費＝1,600円（テキスト代）
申し込み方法＝2月6日（火）（必着）までに、

往復はがきに住所・氏名（ふりがな）・
生年月日（年齢）・電話番号・返信用の
あて先を書いて市シルバー人材センター

「パソコン講座希望」（〒286-0813 飯
岡47-1）へ

※くわしくは同センター（☎36-6161）へ。

初心者も気軽に参加できます
「市民テニス教室」

期日＝3月10日（土）
時間＝午後0時30分集合
会場＝下総運動公園内テニスコート
参加資格＝15歳以上の市民、市内の高校

生、協会加盟クラブ員（初級～中級者）
参加費＝無料
定員＝30人（先着順）
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは市テニス協会事務局・長滝
さん（☎27-7656）へ。

市児童家庭課で
「臨時職員」

■児童ホーム
募集人数＝若干名
応募資格＝保育士または幼稚園・小学

校・中学校教諭の資格をもつ60歳まで
の健康な人
仕事内容＝留守家庭児童（小学生）の生

活・余暇指導
勤務場所＝市内の児童ホーム
勤務時間＝平日…午後1時30分～7時、

土曜日…午前8時～午後3時、学校休
業日…午前8時～午後7時の内8時間
■子ども館なかよしひろば
募集人数＝1人
応募資格＝看護師資格をもつ60歳までの人
仕事内容＝なかよしひろばでの親子への

対応
勤務場所＝子ども館なかよしひろば
勤務時間＝午前9時～午後4時
※申し込みは2月16日（金）までに写真を

張った履歴書を直接児童家庭課（市役
所議会棟1階）へ。勤務条件などくわし
くは同課（☎20-1538）へ。

八生地区と久住地区で
「生きがいセミナー」

■久住地区生きがいセミナー
期日＝2月16日（金）
時間＝午後1時30分～4時（受け付けは

午後1時から）
会場＝久住公民館（☎36-1646）
内容＝健康講座「健康の保持、増進につ

いて」、サークル発表など
■八生地区生きがいセミナー
期日＝2月10日（土）
時間＝午前10時～午後3時
会場＝八生公民館（☎27-1533）
内容

午前の部…長生き健康体操、健康ミニ
講座、なりた知っ得出前講座「悪徳商
法あれこれ」など
午後の部…サークル発表（フラダンス、
民謡、沖縄舞踊、カラオケ）参加者交
流会など

※参加費は無料。八生地区生きがいセミ
ナーに参加を希望する人は昼食をご用
意ください。くわしくは各公民館（月曜
日・2月13日（火）は休館）へ。

広い公園でのびのびと
「親子たこ揚げ大会」

日時＝2月25日（日） 午前10時～11時
30分

会場＝後谷津近隣公園多目的広場（中台
小学校前）

対象＝子どもとその保護者
内容＝手作りのたこ、洋だこなどを公園

で揚げる
参加費＝無料
※申し込みは直接または電話・FAXで子

ども館（☎20-6300・FAX28-8303、
月曜日・祝日・第3日曜日は休館）へ。

栽培の楽しさを感じてみよう
「親子しいたけ作り教室」

期日＝3月10日（土）
時間＝午前9時30分～正午
会場＝久住公民館
内容＝しいたけの栽培・育成の方法を学

び、自然の大切さや尊さを感じる
対象＝市内在住の小学生とその保護者
定員＝15組30人（先着順）
参加費＝1,000円（1組当たり）
※申し込みは午前9時から午後5時ま

で直接または電話で久住公民館（☎
36-1646、月曜日・2月13日（火）は
休館）へ。

地域の声を反映するために
「よりよい利根川へ向けた計画づくり」

　現在、国土交通省では、利根川の「河
川整備計画」の策定を進めています。利
根川水系河川整備計画のサイト（http://
www.ktr.mlit.go.jp/tonegawa-plan/）
では、原案作成のため、皆さんのご意見
を2月9日（金）まで募集しています。
※くわしくは国土交通省関東地方整備局

河川計画課（☎048-600-1335）へ。

地域の声でよりよい利根川を
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●新生児訪問…生後28日以内の赤ちゃんが対象
　※希望する人は新生児連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3〜90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝2月16日（金）・19日（月）　受付時間＝午後1時15分～2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時～午後11時

外科 日曜日・休日 午前10時～午後5時

歯科 日曜日・休日 午前10時～午後5時
午後7時～午後11時

日曜祝日診療機関

※来所前に、電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎23-8070）
大田クリニック

（午後1時まで・ウイング土屋・☎23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎49-0533）

このコーナーの問い合わせは児童家庭課（☎20-1538）、子ども館
（☎20-6300）または三里塚コミュニティセンター（☎40-4880）へ。からのお知らせ

急病診療所

■子育てひろばは次の会場でも開設しています。会場＝中央公民館・遠山公民館　日時＝2月3日（土）･17日（土） 午前10時～正午

なかよしひろばなかよしひろば

期日＝2月21日（水） 
会�場と受付時間＝下総分館…午前10時～11

時、大栄分館…午後1時30分～2時30分
※申し込みは2月20日（火）までに各会場へ。

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人
健康相談（医師は予約制） 2月21日（水） 午後1時15分～1時45分 医師・保健師・歯科衛生士・栄養士
歯の健康相談 2月 7日（水） 午後1時30分～2時30分 歯科医師・歯科衛生士
こころの健康相談（予約制） 2月14日（水） 午後1時30分から 精神科医師・保健師
▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
4カ月児育児相談 2月15日（木）

午前9時～9時30分
午後1時～1時30分

平成18年10月生まれ
10カ月児育児相談 2月14日（水） 平成18年 4月生まれ
1歳6カ月児健診 2月 1日（木） 平成17年 7月生まれ
3歳児健診 2月22日（木） 平成15年 8月生まれ
2歳児歯科健診 2月 8日（木） 午後1時～2時 平成16年 7月生まれ

からだの発達相談（予約制） 今月はありません

こころの発達相談（予約制） 今月はありません

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）、保健福祉館下総分館（☎96-1108）・大栄分
館（☎73-6881）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談なども受け付けしています。

母子総合相談（予約制）

国保大栄診療所�臨時休診日（眼科）2月2日（金）
※くわしくは同診療所（☎73-2333）へ。

お知らせ

会場
行事名 子ども館 三里塚コミュニティセンター 対象 時間

親子であそぼう会
2月7日（水）…パネルシアター
2月21日（水）…劇遊び

2月1日（木）…タペストリー作り
2月15日（木）…ふれあい遊び

市内に住んでい
る乳幼児と親

午前10時30分～11時

読み聞かせ 2月14日（水）・28日（水） 2月8日（木）・22日（木） 午前11時～11時30分

身体測定 2月16日（金） 2月9日（金） 午前10時30分～11時30分

子育てひろば 2月10日（土）・24日（土） － 午前10時～正午
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福祉と健康

下総・大栄地区で開始します
移送サービス

　2月から下総・大栄地区でも移送サー
ビスが利用できるようになりました。移送
サービスとは、市内に住んでいる要支援・
要介護認定を受けている人、または障害
者手帳などを持っている人が、通院・通所・
公的機関への事務手続きなど社会参加に
利用できるものです（会員制）。
利用時間＝月～土曜日の午前8時45分～

午後4時30分（祝日を除く）
運行区域＝成田市内および近隣市町村
（県外を除く）
利用料（往復）＝成田市内500円、近隣市

町村700円、そのほかの地域1,500円
（おおむね30km以内）
申請方法＝移送サービス利用会員登録申

込書を提出し、訪問調査、審査決定後、
会費を納入
年会費＝2,400円（10月以降に新規会員

となった人は1,200円）
申し込み先

下総地区に住んでいる人…社会福祉協
議会下総事務所（☎96-0523）
大栄地区に住んでいる人…社会福祉協
議会大栄事務所（☎73-3322）

※受け付けは平日午前9時～午後5時で
す。下総・大栄地区以外の人は社会福
祉協議会（☎27-7755）へ申し込んで
ください。くわしくは各申し込み先へ。

母子・父子家庭に
入学・就職祝い金

　母子・父子家庭の子ども（父母がいない
場合を含む）が、小・中学校、高校などに
入学するとき、または中学校を卒業して就
職するときに祝い金を支給しています。
金額＝該当児童・生徒1人につき8,000円
申請方法＝3月9日（金）（必着）までに、

申請書を児童家庭課（市役所議会棟1
階）または下総・大栄支所福祉課へ

※くわしくは児童家庭課（☎20-1538）へ。

専門家に相談してみませんか
こころの健康相談

　悩みや心配ごとのある人を対象に、こ
ころの健康相談を行っています（予約制）。
　日ごろの生活の中で、家族・対人関係
の問題、近隣や職場での問題、ストレス
のコントロール方法など心の悩みを解決
できないでいることはありませんか。市
では、精神科医師やカウンセラーによる
相談を実施しています。一人で悩まない
で相談しましょう。
対象＝市内に住んでいる人（ただし、カウ

ンセラーの相談は今までに専門の医療
機関で受診したことのない人）
会場＝保健福祉館
※相談は無料・予約制です。期日は｢広

報なりた｣各号の保健インフォメーショ
ン（右ページ）でお知らせします。くわ
しくは健康増進課（☎27-1111）へ。

一緒に活動してみませんか
あおぞら会

　｢あおぞら会｣は、高齢者の皆さんが地
域の人 と々ふれあい、元気で暮らせるよ
うにボランティアが運営しているもので、
現在は遠山、公津、ニュータウン、美郷
台の4地区で活動中。地区ごとに毎月1
回、楽しいゲームや体操、季節の行事な
どを計画し、実施しています。
　あおぞら会では、ボランティアを随時
募集しています。一緒に楽しく活動してみ
ませんか。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

専門医がお応えします
療育相談

期日＝2月21日（水）、3月7日（水）
受付時間＝午後1時15分～2時
会場＝印旛保健所（印旛合同庁舎内・佐

倉市）
内容＝股関節脱臼の疑い・O脚・歩き方

がおかしいなど、子どもの整形外科的
な心配ごとに関する専門医による相談
持ち物＝母子健康手帳
※相談は無料・予約制。申し込みは印旛 

保健所地域保健福祉課（☎043-483- 
1134  FAX043-486-2777）へ。

ノロウイルスにご注意を！
感染性胃腸炎

　ノロウイルスによる感染性胃腸炎は、
秋から冬にかけて増加します。
　ノロウイルスは、カキなどの二枚貝を
生で食べることにより感染し、感染した
人の便や嘔吐物に触れた手からも感染し
ます。
　学校・保育所・社会福祉施設などでは
集団発生することがありますので、日ご
ろから感染予防のために、次のことに心
掛けましょう。

食事の前に手洗いを十分しましょう
便や嘔吐物の処理には、ゴム手袋やマ
スクを着用しましょう
処理後の床や患者が触れた場所など
は、塩素系の消毒剤で消毒をしましょう

※くわしくは県疾病対策課（☎043- 
223-2665）へ。

かかりつけ医を持ちましょう
〜救急は、もしものときの備えです〜

　夜間や休日に診療している急病診
療所などの救急医療機関は、翌日
まで待てない急病の場合に受診する
医療機関ですので、小さなお子さん
のお父さん・お母さんは、気軽に診
察を受けられる『かかりつけ医』を持
ち、具合がおかしいなと思ったら早
めにかかりつけ医に診てもらうよう
心掛けましょう。
　かかりつけ医とは、病気の治療を
してくれるだけでなく、予防接種や
育児などについても相談できる医師
のことです。また、必要なときには、
適切な専門の医師に紹介してもらう
ことができます。
　『昼間や前日から症状はあったが
夜間になって不安になったから』『昼
間は混んでいるけど夜間は空いてい
るから』といった理由での受診は、
一刻も早い対応を必要とする患者さ
んに重大な負担を掛けることになり
ます。急病の場合以外は、昼間に『か
かりつけ医』、または近くの医療機
関で受診してください。
　本当に緊急を要する患者さんの対
応が遅れることがないよう、皆さん
のご理解とご協力をお願いします。
※ くわしくは健康増進課（☎27-11 

11）へ。
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 市・県民税の申告受
付開始（P4）
児童ホームの入所申
請受付開始（P19）

けんこう座談会（午
前10時・保健福祉館）

歯の健康相談（P22） 市立図書館が28日ま
で休館（P20）
2歳児歯科健診（P22）
読み聞かせ（P22）

定例市議会開会
所得税申告書の自
書申告説明会（午前
9時30分・市役所6
階大会議室）

八生地区生きがいセ
ミナー（P21）

パソコン講座（P21） こころの健康相談
（P22）
10カ月児育児相談

（P22）

家庭教育学級合同講
演会（下記）
古文書から成田の歴
史を学ぶかい（P20）

ペット火葬場が休止
（P13）
ポリオの予防接種

（P22）

健康相談（P22）
母子総合相談（P22）

3歳児健診（P22）

梅まつり（P3）
成田市消防出初め式

（P14）
太極拳教室（P20）

所得税の確定申告受
付開始（P6）
久住地区生きがいセ
ミナー（P21）
身体測定（P22）

水道水の排水作業
（P12）

大栄地区の市外局番
が「0478」から「047
6」に変更
祇園祭写真コンテス
ト作品展示（P18）

福 祉 就 職 セミナー
（P20）
農業委員会委員選挙
人名簿の縦覧（3月9
日まで/市役所4階選
挙管理委員会）

消費生活展（P18）
福祉講演会（午後1時
30分・保健福祉館）

節分会（P3）

氷の彫刻展（P3）
親子たこ揚げ大会

（P21）

 立春

雨水

ジョブカフェ千葉出
張版（P20）
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土
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　育児本の大ベストセラー
「子育てハッピーアドバイス」
の著者・明橋大二先生を講師
に迎えます。家族みんなが笑
顔になれる子育てのヒントを
一緒に聞いてみませんか。
日�時＝2月15日（木） 午前10

時～正午
会場＝大栄公民館大ホール
テ�ーマ＝「見逃さないで！子どもの心のSOS」
講�師＝明橋大二さん（精神科医師、「子育てハッピー

アドバイス」著者）
定�員＝200人（先着順・家庭教育学級生を除く）
参加費＝無料
※申し込みは生涯学習課（☎20-1583）へ。

24

暮らしに役立つ情報がいっぱいの消費生活展

成田市役所本庁舎（行政棟、議会棟、
消防本部、成田消防署）はISO14001
の認証登録を受けています。

06ER・586

総人口　 122,086人（+112）
　男　　　61,754人（+ 54）
　女　　　60,332人（+ 58）
総世帯　　50,244戸（+ 36）

市の人口
1月1日現在（　）内は前月比

　連載開始以来11年6カ月が経過し、本紙では
おなじみとなった「ふるさとトーク」。この連載の
きっかけとなったのが、平成6年に実施した市民
1万人アンケート調査でした。その結果、15歳以
上の市民のうち市外から転入してきた人の割合
は実に約70％。その特色を生かして、日本各地
にふるさとを持つ成田市民を紹介するこのコー
ナーが誕生しました。毎回、生まれ育ったふるさ
との思い出や情景などを懐かしく語っていただい
ています。意外にも登場していただける人を探す
のは大変ですが、直接市民の皆さんと接するこ
とができるとても楽しみな取材の一つです。

編集後記  「家庭教育学級合同講演会」15 日は


